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セラミックス材へのフッ素イオン注入による表面改質 

セラミックス材（炭素材）の表面へフッ素イオンを注入することで表面改質を行い、機能性

（離型性）を付与しました。 

本技術の内容・特徴 

基材としてガラス状炭素（GC）を用い、その研磨したGC基板表面に離型性を付与するため、F+イオン注入

による表面改質を行いました。 

 

 
従来技術に比べての優位性 

➊ 従来の潤滑剤などの塗布なしに離型性の

付与が可能 

➋ 従来の離型膜を形成する方法でもないた

め、膜の剥がれ無し 

  

予想される効果・応用分野 

➊ 離型性付与が必要な微細なセラミック金

型などへの応用 

➋ 離型性膜がつけられない金型などへの応

用 

  

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 オーダーメード開発支援 
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GC 基板に F+イオンを注入（照射量 1×1017ion/cm2）後、スクラッチ試験機による摩擦力の測定より(図 1)、 

注入あり領域では注入なし領域に比べ摩擦係数が減少していることがわかりました。線幅が約 1000nm，

500nm および 300nm の金型で、離型性があり、転写が可能となりました（図 2,3）。 

  

図 2. GC微細金型 図 3. 転写物の SEM 像 図 1. 摩擦力測定結果 
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